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人口5，987人・一2

　男　2，881人　一3

　女3，［06人．一1

世帯数1，727戸．一3

　事成3年111工日現ピi

　　　　は対月「∫目比

99名”新威人

平成3年

　　　　　　　2

第477号

　り月4日．成人式が中央公民館で行われ＼99名が大入の白白

入りをしました。
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｛こ成3年2月号②、
つ

こ“
・
つと田丁 報．

町
鼎
露
髄
⑫
由
酉
目
陰

翻
画
一
起

屋
し
：
．
く

鞍

2
月
1
4
日
～
3
月
1
5
日

　
今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
．
．

　
平
成
三
年
一
月
一
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
一
年
間
に

得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
｛
．
て
い
ま
す
｝

　
申
告
は
、
二
月
十
四
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
．
．
別
表
の
日
程
に
よ
り

各
地
区
ご
と
に
受
付
け
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
　
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
．
．

所
得
の
な
い
人
も

　
　
申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
申
告
ロ
．
一
、
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
課
硯
の
基
礎
と
な
り

ま
す
．

　
所
得
の
な
い
人
で
あ
ド
．
て
も
扶
養

認
定
や
児
章
手
当
の
判
定
、
福
祉
年

金
の
受
給
、
幼
稲
園
や
保
育
所
の
入

所
な
ど
の
所
得
証
明
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ

い
．
．
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
．
．

申
告
の
要
領
は

　
申
告
の
と
き
に
持
参
す
る
も
の

工
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
．
．
（
あ
ら
か
じ

め
申
告
計
算
書
を
配
布
し
ま
す
の
で

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．
、
）

②
農
作
物
（
し
い
た
け
、
み
か
ん
、

柿
、
栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
や
販
売

金
額
を
証
明
す
る
も
の
．
．
　
〔
出
荷
証

明
書
）

⑤
養
蚕
の
繭
売
渡
し
精
算
書
，
　
（
各

蚕
期
別
）

⑤
肉
只
只
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
｝
．
　
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
は
課
税
所
得
で
す
、
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
明
細
書
。
　
（
給
与
支
払
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
．
、
）

⑥
各
種
年
金
．
を
受
給
し
て
い
る
人
は

平
成
二
年
中
の
源
泉
徴
収
票
か
年
金

支
払
通
知
書
、

6
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
一
．
　
（
公

共
用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
．
一
）

ε
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
、
　
（
家
計
簿
・
日
記

・
ノ
ー
ト
類
）

◎
）
平
成
二
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
人
費
、
土
地
改
良
費
、

交
際
費
、
光
熱
水
回
、
事
業
用
借
入

金
の
支
払
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
）

の
領
収
書
、

誹
ズ

　つ．o

　∵｝鷺．
　　‘、、
　　1．一一一II

憶渉
　　羅／

⑳
平
成
二
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
等
の
損
害
保
険
の
保
険
料

の
領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
．

⑪
印
か
ん

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴

収
票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
病
院
の
領
収
書
・
通
院
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
、

尾
月
勧
㌍
籍
受
付

　　

@　

@　

@
役
場
で
納
税
相
談

　
平
成
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
．
．

　
税
務
署
は
延
岡
市
で
遠
方
に
あ
り

ま
す
の
で
、
本
町
で
は
次
の
日
程
で

納
税
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
．
．

▽
期
日
　
2
月
2
7
日
・
2
8
日

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
東
郷
町
役
場
二
階
講
堂

申
告
を
要
す
る
人

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相

談
日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
．
申
告
書

が
送
ら
れ
た
人
は
、
書
類
に
目
を
通

し
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．

　
指
定
日
に
申
告
を
し
な
い
と
、
延

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
一
．

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
．
．

ユ
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
一
筆
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
免
税
所
得
を
含
む
）
を
超
え
る
人

⑨
給
与
所
得
者
で
、
二
ヵ
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
ニ
レ
万
円

を
超
え
る
と
き
．

、
つ

こ“、
つ

田二 二　　と［3．平成3年2月号

所
得
税
の
還
付
申
告

　
…
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
税
額
を

計
算
し
て
み
る
と
、
源
泉
徴
収
や
．
†

別表

平成3年度町県民税・国民健康保険税申告相談受付日程

定
納
税
で
既
に
納
め
て
い
る
税
金
の

方
が
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
．
、

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
、
納
め
す
ぎ
た
所
得
税
が

還
付
（
払
戻
し
）
さ
れ
ま
す
．
．

↓
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
．
．

（
源
泉
徴
収
票
が
必
要
）

2
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
．
．
〔
必
要
書
類
は

堆
損
控
除
－
．
損
失
の
金
額
を
証
す
る

も
の
．
．
医
療
費
控
除
．
．
領
収
書
、
通

院
証
明
書
，
住
宅
取
得
控
除
　
家
屋

の
登
記
簿
謄
本
・
、
新
築
工
事
請
負
契

約
書
、
売
買
契
約
書
、
住
民
票
抄
本
、

金
融
機
関
等
の
住
宅
取
得
に
係
る
融

資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
麗
日
）

⑨
年
金
及
び
恩
給
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
年
末
調
整
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
所
得
税
の
還
付
の
必
要
な
人
は

申
告
が
必
要
で
す
．
．

月日1，…時　間　　　E　　　：躍1　　　　　；申告相談対象
i区名1　　組　　　合　　　名　　…

会　　　　　場

2月14日i木1

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

@　　9：30～12：00幅。三下1’2’又中’又上’眺：

1　13：00～15：00　1　　　大谷・小野田1・2　　　　…
役　場　講　堂

15日1金「 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；P0：00～12：00　下渡lll．区　　全　　域　　　　　　　下渡川地区集会施設

9：30～11：00

越　表

…二二・一松露　　　　　　　1児洗集会所
1副庫　　l　I

13：30～15：00 中水流・田口八ツ山 越表生活改善センター

i　9・30－12・00
東石原・西石原・本村

’9日 P火：

13：00～15：00

坪　谷

赤井笠・上野原

9：30～12：00
F
l

仲崎・多武の木・瀬平
坪谷地区多目的集会施設

2帽iボ　　i

13：00～15：00 市谷原・市谷月1崎

…　9：30～12：00

仲　深
野々崎・深谷

21日 木
13：00～15：00 下仲瀬・久居原・下水流

仲深地区集落センター

22日 金 9：30～12：00 田　野 区　　全　　域 田野地区集落センター

湘
八重原 区　　全　　域 八重原公民館

月
13：30～15：00 追野内 地内・鹿瀬

［

9：30～12：00i
〃

東下・東上　　　　1迫野内眠館
26日 火
　
i

13：00～14：30　「　　　　　　　　し 酪　　　　　　i
27日 水． @9：00～16：00

町噛・辮襯者i四脚
28日 木 9：00～16：00

9：30～12：00 1井尻・深瀬・日ケ道・樋田．
3月1日 金

13：00～15：00

羽　坂
　　　　　　　　　　　　し･野・羽坂・丁丁水流・小長野

羽坂生活改善センター

9：30～12：00

鶴野内
大工野・おもだか

4日 月
13：00～15：00 山内・中山

大工野地区集落センター

5日 火 9：30～12：00 〃 前田・中水流・下村 鶴野内公民館

9：30～12：00

福　瀬
仲野原・1・2・3

6日 水
13：00～14：30 出口

仲野原3公民館

9：30～12：00
「
F

上村1・2・3
7日 木

…13：00－14：30
下村・鳥川　　　　　　　2

福瀬公民館

1　　　9　：30～12　：00　　　…

F
F

日田尾・韓三木　　　　　　i
8日 斜

13：00～14：30 広瀬
広瀬生活改善センター

ll日1

　i
9：30～12：00

…寺　迫

庭田・長崎　　　　　　…

13：00～15：00 　　　　　　　　　　　　1��E吉牟田
庭田公民館

12日 火
13　：00～14　：30　　　i　　　　　　l　落鹿

9　：30～12　：00　　　　　　　　　E寺」旦　。Ll」ノロ　　　　　　　　　〃

寺迫公民館

13日 水　9・00－16：00…町内全域各地区で申告できなかっ堵　役嚇堂
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　　　　　　　　▼3部門とも鶴野内（8部）が優勝
　1月5日、消防出初式が総合グラウンドで行われました，
当日は、町内の12の部が出場し、操練の部と小型ボンフ．下水競技の部に日頃の訓練の成果を競いまし

た。結果：は次のとおりです。

〔総合の部〕優勝鶴野内（8部1・2位迫野内（3部〕・3位越表16部〕

〔操練の部〕優勝鶴野内（8部）・2位羽坂（4部）・3位小野田〔1部1

〔小型ポンプ発水競技の部〕優勝鶴野内（8部）・2位福間（2闘い3位迫野内（3部）

守

．・一、ゴ評海額蕊

　　．　▼牧水かるた大会
．1月7日、中央公民館で牧水かるた大会が行われ、

団体戦と個人戦に熱戦を繰り広げました，

優勝は次のとおりです，

〔団体戦〕小学校の部　東郷小Aチーム

　　　中学校の部　東郷中Aチーム
〔個人戦〕小学校の部　小川幸信1東郷小｝、佐藤愛美

（東郷小｝、鶴田直妻福瀬小1、椎田由夏1福瀬小，

中学校の部　高尾久美子！東郷中1、寺原仲子凍郷中｝

　　　ド▽1ρ

《
7
．
f

6聾
≠

幽・

　　　‘緬膨

　　や
議繋

博

転写聲

＜
大
石
さ
ん
夫
妻
に
感
謝
状

　
十
一
月
卜
日
夜
に
耳
川
木
材
加
L

工
場
4
、
発
生
し
た
火
災
を
発
見
し
、

通
報
及
び
迅
速
な
消
火
活
動
に
よ
り

大
火
を
防
い
だ
大
石
喜
太
男
さ
ん
、

薫
さ
ん
夫
妻
〔
仲
深
）
に
、
消
防
出
初

式
の
際
、
町
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
、

＼ぐ獣「

噸
f
磯

回
…
志
『
馨

　
　
　
む
瞥

＜
4
2
・
1
9
5
キ
ロ
に

　
　
　
挑
戦
！

　
十
二
月
十
六
日
に
、
町
青
年
団
主

催
に
よ
り
行
わ
れ
た
第
一
回
お
も
し

ろ
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
マ
ラ
ソ
ン
リ
レ
ー

大
会
は
、
チ
供
か
ら
大
人
ま
で
約
百

名
が
参
加
し
、
記
録
は
二
時
間
十
七

分
五
十
秒
冷
し
た
．
．

鴛w隠

球蹄潅縢1

レ
町
婦
人
会
か
ら
の
善
意

　
町
婦
人
会
は
、
産
業
文
化
祭
で
の

「
が
ら
く
た
面
一
の
収
益
金
の
一
部

を
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
ま

し
た
、

にタ計
1τ煙護く

琶鐸毒蒙

僧曙美い
重雛奢

丈塩工
　日ン年

町報とうこ“う 平成3年2月号111

世界農林業センサスと国勢調査

※
5
年
前
は
農
家
の
定
義
が
今
回
レ
　
違
っ
て
い
ま
す
が
、
比
較
す
る
た
め
争
回
と
同
一
定
義
に
組
み
替
え
て
い
ま
す

※
第
－
仔
兼
業
農
家
　
農
業
収
入
が
主
　
第
2
種
兼
業
農
家
　
農
業
以
外
の
収
入
が
主
．

ご協；カありがとうござ」、ました

　昨年2月1日に行われた世界農林業センサスと10月1日に行わ

れた国勢調査の調査結果がまとまりましたのでお知らせします。

総門家数は939戸（平成2年2月1日）

調5 卜’

越 坪
f中 羽 田 へ 迫 鶴

・J・ 福 寺
査年
羡O
計 1度 ．重 野 野 野

果 川 表 谷 盾ｶ

eイ｛ 坂 野 原 内 内 田
1幸。

追

ウろ’、

不芯

988 939 15 一の。 123 lu2 74 一　　　　一

k．）∂
32 98 一り’＿ 42 1押 136

農
，
一
　
η

ちζ

数

｝打
・」‘

15（） 149 3 1〔1 2．1 20 5 5 3 7 8 4 15 45
業．

_
，　」　　，

Rく

838 790 12

@　！

．1（．） 99 82 69 5（） 29 91 6．1 38 125 91 計 兼．

第
業．

2〔13 122 2 3 13 9 1．1 15
⊂
） lu 12 1 9 34 1

種 農

635 668 ユ。 37 86 73 一　　　一

ﾂD
35 29 81 52 37 116 一　　一

p’

第
2

，　辱一曹

ｳ

種

人口は5989人 （平成2年10月1日）

調　5 下 越 坪 仲　　羽 田 八
1自．｝

鶴
・」・

福
．㌧｝

遊園
拒O

計 渡 重 野 野 野

果ク．）
I
l
l ノ． 谷 深　　坂 野 原 内 内 田 瀬

1日一

6，384 5，989 65 ウり一
鼈黶@‘

668 414　394 237 185 436 6q 863 962 845 ．計

入

3．（．）70 2，881 33 1略　　　． 334 19（）　192 112 91 214 322 、抑5 462 418 男．

口

3．31．1 3，108 32 119 334 224，202 125 9．ユ 371 458 5〔」0 ．427 ．女

世
i

1，763 1，734 23 83 215 127　108 59 ”　　　一

ｱり’
l13 2〔〕4 243 287 215

廿冗
1

　
総
農
家
数
を
前
回
の
調
査
（
五
年

前
）
と
比
較
す
る
と
、
四
十
九
戸
（

五
％
｝
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス

内
容
を
見
て
み
る
と
、
特
に
第
一
種

兼
業
農
家
の
大
幅
な
減
少
が
目
に
つ

き
、
そ
の
分
第
二
種
兼
業
農
家
が
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
一

　
各
地
区
別
の
農
家
数
及
び
前
回
調

査
と
の
比
較
は
次
の
と
お
り
で
す

　
国
勢
調
査
に
よ
る
東
郷
町
の
人
口

弓．

o、

奄
ﾟ
て
六
千
人
を
割
る
五
千
九

白
一
へ
十
瓦
人
で
、
前
回
の
調
杏
…
（
五

国

勢

調

査

年
前
）
よ
り
三
百
九
十
五
人
（
六

％
）
減
少
し
て
い
ま
す
、

　
ま
た
、
世
帯
数
も
干
七
百
三
中

世
帯
で
、
二
卜
九
世
帯
減
少
し
イ

ま
す
．
．

減口
少百
し三
て十
い四
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脚
点
措
㈲

「
…
ε
…
…
｛
…
…
｛
…
…
‘
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輌

脚

脚
東
郷
村

…
　
誕
生
以
前

r
…
…
…
…
…
」

　
明
治
ニ
レ
ニ
年
上
郷
村
誕
生
以
前

弓．

o、

R
陰
村
、
坪
谷
村
、
下
三
ヶ
村
、

八
重
原
村
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
戸
長

が
い
て
治
め
て
い
た
．
、
そ
の
時
の
村

々
の
状
況
を
目
向
地
誌
に
よ
！
．
て
記

述
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
一
．

　
山
陰
村

　
山
陰
村
は
東
西
八
粁
、
南
北
九
重

で
、
戸
数
六
百
五
十
五
戸
、
人
数
一
二

F
ド
目
一
二
卜
六
人
い
た
．
．

字
地
○
寺
迫
．
六
十
一
戸
。
福
瀬

白
七
十
戸
O
小
野
田
－
一
白
十
六
戸
0

鶴
野
内
　
七
十
余
戸
。
迫
野
内
・
五

十
四
戸
○
田
野
　
五
十
五
戸
O
羽
坂

　
七
十
四
戸
。
仲
瀬
－
－
四
十
五
戸

牛
馬
の
数
。
牛
　
六
百
九
十
五
頭
。

馬
　
　
閲
∵
日
⊥
ハ
十
　
開
〔

舟
の
数
○
高
瀬
船
　
三
十
七
隻
○
渡

し
船
　
＋
六
隻

神
社
と
寺

○
郷
社
山
陰
神
社
　
旧
称
年
国
神
社

が
明
治
四
年
山
陰
神
社
と
な
り
例
祭

は
＋
一
月
＋
八
日

O
村
社
福
瀬
神
社
．
－
．
旧
称
白
鳥
神
社

刀
明
治
四
年
福
瀬
神
社
と
な
り
例
祭

…蘭蘭
は
＋
一
月
＋
五
日

。
村
社
羽
坂
神
社
一
旧
称
冠
嶽
大
権

現
と
言
い
冠
嶽
に
あ
っ
た
の
が
羽
坂

に
移
さ
れ
、
羽
坂
神
社
と
な
り
例
祭

は
十
「
月
二
十
五
日

。
村
社
仲
瀬
神
社
1
1
旧
称
本
宮
大
明

神
が
明
治
四
年
仲
瀬
と
な
り
例
祭
は

＋
一
月
七
日

O
村
社
迫
野
内
神
社
2
1
例
祭
九
月
十

五
日
O
村
桂
八
幡
神
社
．
－
寺
迫
に
あ
り
例

祭
卜
二
月
五
日

O
村
社
八
幡
神
社
　
落
鹿
に
あ
り
例

祭
＋
二
月
五
日

○
成
願
寺
…
禅
宗
で
延
岡
東
雲
寺
の

末
派
に
し
て
鶴
野
内
に
あ
る

学
校
O
人
民
共
立
学
校
が
、
福
瀬
、

小
野
田
、
羽
坂
、
．
八
重
原
に
あ
る

村
会
所
O
小
野
田
に
戸
長
役
場

郵
便
局
O
小
野
田
に
五
等
郵
便
所

古
跡
。
小
野
田
に
山
陰
城
。
船
戸
に

番
所
民
業
。
皆
農
を
業
と
す
る
○
農
業
と

鍛
治
工
の
兼
業
十
九
戸
O
商
業
十
三

戸
O
紙
を
製
す
る
業
一
戸
O
瓦
業
一

レ
船
戸
番
所
樺

戸
。
染
屋
＝
戸
。
医
業
二
戸
。
牛
馬

商
四
戸

川
。
美
々
川
、
坪
谷
川
が
あ
り
、
八

重
原
渡
し
、
小
野
田
渡
し
（
船
渡
）
、

白
浜
用
水
路
、
沖
之
津
留
用
水
路
、

滝
下
用
水
路
、
仲
瀬
用
水
路
が
あ
る

税
収
〇
六
千
三
百
二
十
五
円
七
十
四

銭
八
厘

巻
　
　
蚤
　
　
妄
　
　
景
　
　
噺
　
　
帯
　
　
噺
　
　
畳
　
　
斎
　
　
畳
　
　
畳
　
　
斎
　
　
暑
　
　
暑
　
　
蚤
　
　
蚤

縣］
⑳
牧
水
歌
碑

延
岡
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

（
山
下
町
越
智
氏
宅
）

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

ふ
る
さ
と
の
み
山
に
生
ふ
る
竹
の
子

の
み
つ
み
つ
伸
び
よ
や
よ
歌
の
友

　
越
智
渓
水
さ
ん
、
清
子
夫
人
ご
夫

妻
は
す
で
に
他
界
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

渓
水
さ
ん
が
存
命
中
、
昭
和
四
十
九

年
四
月
に
こ
の
歌
碑
は
同
氏
自
宅
の

庭
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
渓
水
さ
ん
は
牧
水
の
古
い
門
下
生

で
出
身
も
同
じ
坪
谷
で
あ
り
、
幼
少

時
代
、
渓
水
さ
ん
は
牧
水
を
「
兄
ち

ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
．
．

渓
水
さ
ん
は
青
年
時
代
、
呉
服
物
の

行
商
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

米
良
村
の
臨
画
が
お
い
し
い
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
を
牧
水
に
送
り
ま
し

　
こ
れ
は
、
明
治
八
年
か
ら
同
十
二

年
の
間
、
平
袖
峡
南
が
県
内
各
町
村

を
調
査
し
た
日
向
地
誌
に
記
載
さ
れ

た
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
明
治
初
期

の
山
陰
村
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
、

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

帯
　
　
帯
．
．
寮
．
．
豪
　
．
妥
　
　
音
　
　
蚤
　
　
昼
　
　
畳
　
　
斎
　
　
幣
．
峯
　
　
峯
　
．
崇
　
　
帯

た
。
そ
の
お
礼
と
し
て
歌
集
の
扉
に

書
い
て
送
っ
て
き
た
の
が
こ
の
歌
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
渓
水
さ
ん
の
ご
子
息
の
緑
朗
さ
ん

の
話
に
よ
る
と
、
猪
の
肉
も
時
々
牧

水
に
送
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
、
こ
う
し
た
山
里
か
ら
の
届
け
物

を
味
わ
い
な
が
ら
、
牧
水
は
ふ
る
さ

と
を
な
つ
か
し
く
思
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
が
初
め
て
渓
水
さ

ん
に
逢
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
三
年

の
秋
で
し
た
。
こ
の
年
は
坪
谷
中
学

校
が
創
設
さ
れ
た
翌
年
で
、
私
は
同

校
の
教
師
で
し
た
．
．
中
学
校
の
校
舎

は
ま
だ
建
築
さ
れ
て
お
ら
ず
、
小
学

校
の
二
階
を
借
用
し
て

い
た
頃
で
し
た
．
当
時

の
中
学
校
長
は
伊
達
重

市
先
生
（
故
人
・
塩
見

出
身
）
で
、
渓
水
さ
ん

と
は
旧
知
の
仲
だ
っ
た

よ
う
で
、
渓
水
さ
ん
が

坪
谷
に
来
ら
れ
た
時
は

学
校
に
寄
ら
れ
、
校
長

室
か
ら
ご
両
人
の
談
話
が
聞
こ
え
て

い
ま
し
た
．
．

　
ま
た
、
小
学
校
の
す
ぐ
下
に
越
智

家
が
あ
り
、
渓
水
さ
ん
の
弟
の
通
輔

氏
が
日
用
正
貨
品
、
酒
類
、
た
ば
こ

等
を
販
売
し
て
い
た
の
で
、
私
も
よ

く
お
世
話
に
な
っ
た
も
の
で
し
た
。

あ
る
時
、
同
宅
の
夕
食
に
招
か
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
時
初
め
て
渓
水
さ
ん

と
懇
談
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
．
．
と

イ
、
も
肯
家
快
な
人
だ
な
あ
と
い
、
り
印
象

を
強
く
受
け
ま
し
た
。

　
終
り
に
渓
水
歌
集
「
風
光
楽
　
（
昭

和
二
十
九
年
発
行
）
よ
り
三
首
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
．

家
に
み
て
も
の
思
ふ
事
の
お
ろ
か
さ

よ
山
に
来
た
れ
ば
よ
き
日
な
り
け
り

お
の
つ
か
ら
心
な
ご
み
て
み
山
路
の

落
葉
の
道
を
踏
み
し
め
て
行
く

歌
つ
く
る
ま
こ
と
こ
こ
ろ
を
そ
の
ま

　
　
ア
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ニ

ま
に
木
炭
売
る
業
に
い
そ
し
ま
む
か

な
（
炭
屋
開
業
）

▲越智氏宅歌碑

、
つ

こ、
つ

と報田丁171平成3年2月号

⑱
腎
臓
と
透
析

　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
内
科
鬼
塚
義
久

　
今
回
は
人
口
透
析
、
つ
ま
り
人
口

腎
臓
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
、

　
人
間
の
腎
臓
に
は
尿
を
作
る
働
き

が
あ
り
ま
す
．
尿
の
中
に
は
水
分
の

み
な
ら
す
、
体
内
で
作
ら
れ
た
老
廃

物
も
一
緒
に
排
出
さ
れ
ま
す
、
腎
臓

が
う
ま
く
働
い
て
い
れ
ば
何
も
問
題

な
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
何
ら
か
の

原
因
で
腎
炎
に
な
っ
た
り
、
糖
尿
病

の
合
併
症
で
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な

っ
て
く
る
と
、
老
廃
物
や
水
分
を
体

外
へ
出
せ
な
く
な
り
、
尿
毒
症
と
い

わ
れ
る
状
態
と
な
り
ま
す
，

　
昔
は
よ
く
、
近
所
の
人
が
キ
ツ
ネ

に
惹
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
か

言
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
の

多
く
は
尿
毒
症
で
は
な
か
っ
た
の
で

は
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
尿
毒

症
に
な
る
と
精
神
的
に
お
か
し
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
、

　
そ
の
よ
う
な
状
態
を
改
善
す
る
た

め
に
、
現
在
で
は
透
析
と
か
腎
移
植

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
宮
崎
で
は
約

二
年
前
に
、
県
立
宮
崎
病
院
で
腎
移

植
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
一
般
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
．
．

　
そ
こ
で
、
や
は
り
現
状
で
は
透
析

に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
．
．
透
析
は
、

主
に
手
首
の
動
脈
と
静
脈
と
を
手
術

で
つ
な
い
で
体
外
へ
血
液
を
出
し
、

機
械
に
よ
り
水
分
や
老
廃
物
を
除
去

し
、
き
れ
い
に
な
っ
た
血
液
を
ま
た

体
内
へ
返
す
と
い
う
方
法
を
と
り
ま

す
。
そ
の
方
法
で
は
、
だ
い
た
い
週

三
回
、
一
日
四
～
五
時
間
の
時
間
が

必
要
で
す
．
．
し
か
し
、
そ
れ
を
行
う

こ
と
に
よ
リ
、
社
会
復
帰
で
き
る
と

い
う
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
．
、

　
日
本
で
は
、
現
在
約
九
万
人
の
人

が
透
析
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
か
な

り
の
人
が
社
会
復
帰
し
て
い
ま
す
、

ま
た
、
夜
に
透
析
を
行
っ
て
い
る
病

院
も
あ
り
、
昼
間
働
い
て
夜
治
療
を

受
け
て
い
る
人
も
か
な
り
い
ま
す
、

以
前
は
腎
臓
が
悪
く
な
る
と
死
ぬ
人

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
医
学
の
発

達
に
よ
り
延
命
、
そ
し
て
は
社
会
復

帰
も
で
き
る
と
い
う
時
代
へ
と
移
り

変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　　
@　

怏
ﾁ
入
し
て
サ
ま
す
か

り
　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
あ
な
た
の
会
社

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
、
法
人

事
業
所
は
す
べ
て
健
康
保
険
、
及
び

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
健
康
保
険
と
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
は
、
従
業
員
ひ
と
り
ひ

と
り
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
つ

く
る
こ
と
に
な
り
、
事
業
所
と
し
て

も
優
れ
た
人
材
の
確
保
が
で
き
、
社

会
的
信
用
が
備
わ
り
、
ま
す
ま
す
の

発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
延
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
新

し
く
加
入
さ
れ
る
事
業
主
の
皆
さ
ん

の
た
め
、
毎
月
定
期
的
に
説
明
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
延
岡
社
会
保
険
事
務

所
智
0
9
8
2
⑳
5
4
2
4
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
の
始
め
に
●
●
　
●
　
●

　　

@　

@　

@
安
全
運
転
の
決
意

亥　
　
　
い
）

二二一＼

へ・ ｶ

．
油
0

∠
。
タ
膣
・

　
『
活
力
に
満
ち
た
牧
水
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
』
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
町
づ

く
り
の
指
標
で
す
、
そ
し
て
、
交
通

事
故
を
防
止
し
、
大
切
な
命
を
守
る

こ
と
も
町
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
親
戚
、
友
人
あ
る
い
は
他
人
で
も
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
の
話
を
聞
く

と
き
、
そ
の
一
家
を
襲
っ
た
突
然
の

不
幸
は
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
思
い
が

し
ま
す
。
人
口
五
、
九
八
七
人
の
私
た

ち
の
町
か
ら
、
　
】
人
の
交
通
事
故
の

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
ま
ず
、

年
の
始
め
に
安
全
運
転
を
固
く
決
意

し
ま
し
ょ
う
。

最
近
の
交
通
事
故
の

　
　
　
特
徴

T
）
交
差
点
に
お
け
る
衝
突
事
故
が
増

　
加
②
脇
見
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
多
発

③
女
性
ド
ラ
イ
バ
：
の
事
故
が
急
増

蟷
螂
の
産
み
に
入
る
ら
む
秋
深
き
庭

木
の
下
に
虚
空
を
睨
む

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

さ
り
げ
な
く
友
は
語
れ
り
子
の
な
き

は
う
ら
さ
び
し
き
と
子
の
あ
る
我
に

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

室
隅
に
施
肥
お
こ
た
れ
ど
水
仙
の
花

白
じ
う
と
咲
き
初
め
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

わ
が
い
の
ち
八
十
有
五
に
長
ら
え
て

思
う
こ
と
な
し
あ
り
が
ま
ま
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

高
千
穂
に
神
集
う
ご
と
出
雲
よ
り
戸

隠
れ
よ
り
の
神
楽
舞
は
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
年
中
）

葬
蓉
∠
　
　
（
う
●

　
　
？
ご
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県
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人



平成3年2月号凶、
つ

こ“、
つ

田丁 報　　と

断書
隻）絢囹

回
、

（

7
遮

　
飴

つ／ミ

⊥（奎

通
信
教
育
で

　
高
校
卒
業
の
資
格
を

　
県
立
宮
崎
東
高
等
学
校
通
信
制
で

は
、
平
成
三
年
度
の
新
入
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
北
は
高
山
穂
か
ら
南
は
串

間
ま
で
、
県
下
．
八
地
区
で
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
、
年
齢
の
人
達
約
二
千
六
百

名
が
働
き
な
が
ら
通
信
教
育
で
学
習

し
て
い
ま
す
．

　
月
に
二
回
（
日
曜
日
）
、
も
よ
り
の

協
力
校
〔
高
校
〕
で
面
接
指
導
〔
ス

ク
ー
リ
ン
グ
〕
を
受
け
、
自
宅
で
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
、
東
高
へ
送
付
し
ま

す
、
添
削
後
返
却
さ
れ
ま
す
、

　
三
年
以
上
、
何
年
か
か
っ
て
卒
業

し
〆
、
も
か
ま
い
ま
せ
ん
．

　
卒
業
証
書
は
、
県
立
高
校
全
日
制

普
通
科
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
す

　
あ
な
た
も
仲
間
入
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
．

▽
願
書
受
付
　
2
月
2
0
日
～
3
月
3
0
日

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
…
…
宮
崎
市
神
宮
東
1
の
2
の
4
2

　
県
立
宮
崎
東
高
等
学
校
通
信
制

　
　
智
0
9
8
5
η
7
7
9
4

提
出
し
ま
し
た
か
マ

　
「
就
職
希
望
者
名
簿
」

　
県
及
び
町
で
は
、
地
場
企
業
の
育

成
や
企
業
誘
致
の
資
料
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
　
「
就
職
希
望
者
一
及
び

「
U
タ
ー
ン
希
望
者
一
台
帳
の
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ

名
簿
の
提
出
が
少
な
い
よ
う
で
す

　
お
答
え
い
た
だ
い
た
個
々
の
内
容

は
非
公
開
と
し
、
右
の
目
的
以
外
に

は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

希
望
の
あ
る
方
は
早
目
に
役
場
企
画

財
政
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
名
簿
の
届
い
て
い
な
い
ご

家
庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い

「
進
学
融
資
」
の
ご
案
内

　
勤
労
者
が
行
う
財
形
貯
蓄
二
般
・

年
金
・
住
宅
）
を
も
と
に
し
て
、
そ

の
勤
労
者
が
進
学
に
必
要
な
資
金
を

低
利
で
利
用
し
や
す
く
し
た
公
的
融

資
制
度
で
す

▽
融
資
対
象
者

　
財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労
者

▽
融
資
対
象
資
金

　
本
人
ま
た
は
親
族
が
高
校
、
大
学

　
等
に
進
学
す
る
た
め
の
必
要
資
金

▽
対
象
と
な
る
学
校

　
高
校
、
高
専
、
大
学
、
専
修
学
校
、

　
各
種
学
校
等

▽
融
資
金
額

　
財
形
貯
蓄
残
高
の
5
倍
相
当
額

　
　
　
　
　
〔
3
0
0
万
円
以
内
）

▽
融
資
利
率
　
8
・
5
8
％

▽
返
済
　
　
　
5
年
以
内

▽
お
問
い
合
せ
、
ご
相
談

　
雇
用
促
進
事
業
団
宮
崎
県
雇
用
促

　
進
セ
ン
タ
ー

智
0
9
8
5
⑳
0
7
7
1

第
1
3
回
婦
人
祭

▽
日
時

▽
場
所

▽
内
容

．
2
月
3
日

　
　
　
9
時
受
付

中
央
公
民
館

意
見
発
表
・
講
演
・
芸
能

発
表

牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

▽
日
時

▽
場
所

牧
水
公
園

　　　　2
　　　　月

　　　　1（

　　8　日

＿時
雨受
天付
決：

行

文
化
講
演
会

▽
日
時

13

時
：39

分
　
～

16

時
30

分

3

月
3

日

▽
場
所

▽
講
師

▽
講
演

中
央
公
民
館

萩
原
茂
裕
先
生

　
（
日
本
ふ
る
さ
と
塾
）

「
ふ
る
さ
と
は
子
供
や

　
孫
へ
の
お
く
り
も
の
］

行
政
相
談

▽
日
時
　
2
月
B
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
　
四
期

国
民
健
康
保
険
税
随
時

善
葱a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
、

◎
八
重
原
の
寺
原
昭
一
さ
ん
か
ら

　
（
ピ
サ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
塩
月
栄
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
チ
．
r
さ
ん
・
6
7
歳
ご
逝
去
）

C
坪
谷
の
那
須
千
秋
さ
ん
か
ら

　
（
寛
さ
ん
・
別
歳
ご
逝
去
）

藁墨

（
十
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
孤
、
と
う

r
摩

1

寺　三　小3赤

・浦・1湊

　　1�@祐　美［ん

@　1の未　弥．早：忌

引辰勝「父
iの

一　己　正1名

仲　鶴　鶴｛住
　野　野i
[　内　内1所

結
婚
お
幸
せ
に

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

黒　黒．塩　那　寺　椎　　田；
木　　木　　月　須　　原5葉　　中．氏

美　ミ　　　ヒ　タ　ヒ　チ　　　　ツ．サ・名

猛　義　子　寛　サ．エ　ェ1

　　　　1X1　75　67　80．86　69　76…年
1

歳　　歳　　歳　　歳　　歳　　歳1歳・齢

小　越　鶴　　坪　　八　小　　越！住
野　　　　野　　　．重　野
田　表　　内　　谷　　原　　田　表．所
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